
 

International Federation of Robotics 
(IFR) Secretariat 
 

President 
Takayuki Ito 
General Secretary 
Dr. Susanne Bieller 

c/o FV R+A im VDMA 
Lyoner Str. 18 
60528 Frankfurt am Main 
Germany 
 

Phone +49 69 66 03-16 97 
E-mail:    secretariat@ifr.org 
Internet          www.ifr.org 

 

 
 
中国、ロボット密度で日本を追い抜く 

• 国際ロボット連盟がロボットの世界統計を新たに発表 

フランクフルト、2024年12月20日 ― 中国ではロボット導入が引き続き急ピッチで進んでい

る。国際ロボット連盟（IFR）が発表した「World Robotics 2024」レポートによると、製造

業就労者数で均したロボット密度で、中国は2023年にドイツと日本を追い抜き世界3位となっ

た。 

「中国は約3,700万人という潤沢な製造業労働人口を有するにもかかわらず、自動化技術への大

規模な投資を続けている。そのことが、この高いロボット密度につながりました」と国際ロボ

ット連盟の伊藤孝幸会長は言う。そして、「ロボット密度は製造業における自動化の進み具合

を国別に比較するうえで有益な指標です」と続ける。 
 

ランキング上位国 

韓国は従業員1万人当たりの産業用ロボット台数が1,012台で、世界首位に立った。韓国のロボ

ット密度は2018年以降、年平均5％のペースで上昇している。世界的に有名な電子産業と強力

な自動車産業が韓国経済を牽引しているが、その二つの産業が中心となって、産業ロボット需

要を支えている。 
 
シンガポールは従業員1万人当たりロボット770台というロボット密度で、韓国に次いで世界2
位についた。シンガポールは製造業の労働人口が非常に少ない小さな国なので、比較的少ない

ロボット稼働台数でもロボット密度は高くなる。 
 
中国は自動化技術の利用を強力に推し進めており、従業員1万人当たり470台という高いロボッ

ト密度を達成した（2022年統計：402台）。中国は2019年にトップ10入りしてから、わずか4
年でロボット密度を倍増させた。 
 
ドイツは従業員1万人当たりロボット429台で、世界4位となった。欧州最大の経済大国である

ドイツのロボット密度は2018年以降、年平均5%のペースで増加している。 
 
日本は同419台で世界5位となった。世界のロボット製造大国である日本のロボット密度は、年

平均7%で成長してきた（2018～2023年）。産業用ロボットの分野では、中国に続く世界最大

級の市場となっている。 
 
2023年、295台のロボット密度を達成した米国は世界上位10にランクインした。 
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世界的なロボット密度 

2023年、ロボット密度の世界平均は従業員1万人当たり162台に達し、わずか7年前（74台）の

2倍以上に増加した。 
 
欧州連合のロボット密度は従業員1万人当たり219台で、5.2%増となった。なかでも、ドイツ、

スウェーデン、デンマーク、スロベニアは世界のトップ10入りしている。 
 
北米のロボット密度は従業員1万人当たり197台で、4.2%増となった。米国は、製造業で最も自

動化が進んでいる世界上位10ヶ国の一つである。 
 
アジア全体のロボット密度は製造業従事者1万人当たり182台で、7.6%増となった。韓国、シン

ガポール、中国、日本は、世界の10大自動化先進国に数えられる。 
 

 
 
ダウンロード 
 
プレスリリース、画像、図表などは、以下を参照。 
https://ifr.org/ifr-press-releases/global-robot-density-in-factories-doubled-in-seven-years 

ロボット密度について 

ロボット密度は従業員数に対する産業ロボットの稼働台数を表す。製造業全体または特定の産

業部門を対象にした統計である。従業員数は経済規模の尺度になるため、従業員数を稼働台数

で割ることにより、同一基準で稼働台数を比較できる。 
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報道関係者向けお問い合わせ窓口  
国際ロボット連盟 
プレスオフィサー 
Carsten Heer 
電話： +49 (0) 40 822 44 284 
E-Mail： press@ifr.org 
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